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１ 大学の概要 

（１）理念 

 

（２）業務内容 

 

（３）事務所等の所在地 

 

（４）資本金の状況（令和６年３月３１日現在） 

 

（５）役員の状況 

 

（６）教職員の状況 

 

（７）学部等の構成 

 

（８）学生の状況 

 

（９）沿革 

 

（１０）経営会議、教育研究会議委員 

 

 

※注記がない限り令和６年５月１日現在の状況を記載 
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２ 全体的な状況  

（１）第３期中期計画期間評価に係る法人自己評価の概要 

 S A B C 計 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための取組 

  

１ 教育に関する目標を 

達成するための取組 
    18 

２ 研究に関する目標を 

達成するための取組 
    5 

３ 地域貢献に関する目標を 

達成するための取組 
    4 

４ 国際交流に関する目標を 

達成するための取組 
    5 

計     32 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための取組 

  

  

  

  

１ 大学運営の改善に関する目標を 

達成するための取組 
    1 

２ 教育研究組織の見直しに関する 

目標を達成するための取組 
    1 

３ 人事に関する目標を 

達成するための取組 
    4 

４ 事務等の効率化・合理化に関する 

目標を達成するための取組 
    1 

計     7 

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための取組 

  

  

１ 自己収入の増加に関する目標を 

達成するための取組 
    3 
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２ 経費の抑制に関する目標を 

達成するための取組 
    1 

計     4 

Ⅳ 自己点検・評価及び情報提供に関する目標を達成するための取組 

  

  

１ 評価の充実に関する目標を 

達成するための取組 
    1 

２ 情報公開、情報発信等の推進に 

関する目標を達成するための取組 
    1 

計     2 

Ⅴ その他業務運営に関する目標を達成するための取組 

  

  

  

１ 施設設備の整備・活用等に関する 

目標を達成するための取組 
    1 

２ 安全管理に関する目標を 

達成するための取組 
    3 

３ 人権に関する目標を 

達成するための取組 
    5 

計     5 

総 計 

    50 

(   %) (   %) (   %) (   %)   

 

【法人自己評価の評価基準】 

Ｓ：中期計画を上回って実施している  Ａ：中期計画を十分に実施している 

  Ｂ：中期計画を十分に実施していない  Ｃ：中期計画を実施していない 
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（２）法人自己評価に係る総括コメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

7 
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３ 項目別の状況 

（１）「大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための取組」 

ア 教育に関する目標を達成するための取組 

（ア） 入学者受入れに関する目標を達成するための取組 

計画番号（１） 

中期目標の項目 

（1）入学者受入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、大学入学者選抜改革を踏まえた多

様な選抜方法を活用して、大学が求める学生を確保する。また、大学のグローバル化を推進するた

め、外国人留学生の増加を図る。 

中期計画の項目 

（1）入学者受入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、多様な入学者選抜を行うととも

に、国による高大接続改革における入学者選抜の実施方針を踏まえ、必要な入試改革に取り組む。 

計画の進行状況等  自己評価：○ （S・A・B・Cのいずれか） 

［計画の進行状況］（必須） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［今後の見通しについての特記事項］（任意） 
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検証指標 国による高大接続改革を踏まえた入試改革の実施（R2年度まで） 

H30（2018） R1（2019） R2（2020） R3（2021） R4（2022） R5（2023） 

・入試改革に係る
変更について予
告公表（11月） 

・改正概要予告 
（5月） 

・予告変更 
（12月） 

・実施方針策定 
（5月） 

・新型コロナウイ
ルス感染拡大を
受けて必要な対

策を盛り込み改
正（8月） 

－ －  

年度評価の経緯（法人自己評価：Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃの４段階） 

H30（2018） R1（2019） R2（2020） R3（2021） R4（2022） R5（2023） 

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ  

年度評価の経緯（評価委員会評価：６つの視点） 

H30（2018） R1（2019） R2（2020） R3（2021） R4（2022） R5（2023） 

着実 － － － 着実  

直近の認証評価機関の評価 
  
 ※直近の認証評価結果で特に言及された事項があれば記載（長所、改善勧告、努力課題等） 

評価委員会コメント  （参考）個別評価：○（1・2・3・4のいずれか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［継続・発展を期待する事項／改善が求められる事項］（任意） 

 

 

 

 

 

 

※ 全 50 項目を同様に作成。１項目につき２ページまでに収める 

※ ２ページを超える場合は、見開きで構成できるよう、適宜前後に空白頁を設ける。  
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４ その他業務運営に関する事項 

（１）予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

中期計画（平成30年度～令和５年度） 業務実績（平成30年度～令和５年度） 

１ 予算 

 

 

 

 

 

 

 

２ 収支計画 

 

 

 

 

 

 

 

３ 資金計画 

 

 

 

 

 

 

 

１ 決算 

 

 

 

 

 

 

 

２ 収支計画（実績） 

 

 

 

 

 

 

 

３ 資金計画（実績） 
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（２）短期借入金の限度額 

中期計画（平成30年度～令和５年度） 業務実績（平成30年度～令和５年度） 

１ 短期借入金の限度額 

３億円 

 

２ 想定される理由 

運営費交付金の受入れ遅延及び事故

の発生等により緊急に必要となる対策

費として借り入れることが想定される。 

 

１ 実績 

 

 

２ 理由 

 

（３）重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

中期計画（平成30年度～令和５年度） 業務実績（平成30年度～令和５年度） 

なし。 

 

 

 

（４）剰余金の使途 

中期計画（平成30年度～令和５年度） 業務実績（平成30年度～令和５年度） 

決算において剰余金が発生した場合

は、教育研究の質の向上、組織運営及び

施設設備の改善に充てる。 
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（５）その他 

中期計画（平成30年度～令和５年度） 業務実績（平成30年度～令和５年度） 

１ 施設・設備に関する計画 

 

 

 

 

 

２ 人事に関する計画 

 

 

 

 

 

３ 積立金の使途 

 

 

 

 

 

４ その他法人の業務運営に関し必要

な事項 

 

 

 

１ 施設・設備に関する実績 

 

 

 

 

 

２ 人事に関する計画（実績） 

 

 

 

 

 

３ 積立金の使途（実績） 

 

 

 

 

 

４ その他法人の業務運営に関し必要

な事項 
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（参考）評価委員会事務局が作成 

 
第３期中期計画期間（平成３０年度（2018年度）～令和５年度（2023年度）） 

期間評価（個別評価を基にした評価委員会評価） 
 

 

（参考）個別評価 
評価 

委員会 

評価 1 2 3 4 計 
ランク 

平均値 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための取組 

  

１ 教育に関する目標を 

達成するための取組 
    18   

２ 研究に関する目標を 

達成するための取組 
    5   

３ 地域貢献に関する目標を 

達成するための取組 
    4   

４ 国際交流に関する目標を 

達成するための取組 
    5   

計     32   

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための取組 

計     7   

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための取組 

計     4   

Ⅳ 自己点検・評価及び情報提供に関する目標を達成するための取組 

計     2   

Ⅴ その他業務運営に関する目標を達成するための取組 

計     2   

 

【評価委員会評価の評価基準】 
１：中期目標・中期計画を上回る成果が見込まれる（評価委員会が特に認める場合） 

２：中期目標・中期計画の達成が見込まれる 
  ３：中期目標・中期計画の達成が厳しい状況にある 

４：中期目標・中期計画の達成のためには、取組の改善が必要である 
（評価委員会が特に認める場合） 
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（参考）評価委員会事務局作成 

 
第３期中期計画期間（平成３０年度（2018年度）～令和５年度（2023年度）） 

中間評価（個別評価を基にした評価委員会評価） 
 

 

（参考）個別評価 
評価 

委員会 

評価 １ ２ ３ ４ 計 
ランク 

平均値 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための取組 

  

１ 教育に関する目標を 

達成するための取組 
１ １５ ２  １８ 2.1 ２ 

２ 研究に関する目標を 

達成するための取組 
３ ２   ５ 1.4 １ 

３ 地域貢献に関する目標を 

達成するための取組 
 ２ ２  ４ 2.5 ３ 

４ 国際交流に関する目標を 

達成するための取組 
 ５   ５ 2.0 ２ 

計     ３２   

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための取組 

計     ７   

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するための取組 

計     ４   

Ⅳ 自己点検・評価及び情報提供に関する目標を達成するための取組 

計     ２   

Ⅴ その他業務運営に関する目標を達成するための取組 

計     ５   

 

【評価委員会評価の評価基準】 
１：中期目標・中期計画を上回る成果が見込まれる（評価委員会が特に認める場合） 

２：中期目標・中期計画の達成が見込まれる 
  ３：中期目標・中期計画の達成が厳しい状況にある 

４：中期目標・中期計画の達成のためには、取組の改善が必要である 
（評価委員会が特に認める場合） 

記載例 

「（参考）個別評価」のランク平均値が 

1.5未満＝ 委員会の項目別評価は１ 

1.5以上2.5未満＝ 〃 ２ 

2.5以上3.5未満＝ 〃 ３ 

3.5以上＝ 〃 ４   …を基本とする 

８つの「項目別評価」の平均値が 

1.5未満＝ 委員会全体評価は１ 

1.5以上2.5未満＝ 〃 ２ 

2.5以上3.5未満＝ 〃 ３ 

3.5以上＝ 〃 ４   …を基本とする 


